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「世界に通用する人材を育成

できる 、大胆な大学改革を

一刻も早く進めるべき」

＿＿＿＿.......・‘

酬副司？の教育の問題点
教育のカリキュラムがグローノカレ化した
世界に対応していない。

ミュニケーションツールとしての英信を筆頭に、 多くの
カリキユラムが今の世界に対応したものに進化していない。

人間形成に欠かせなし、教養教育が2 疎かlこなっている？ 一一一
霊かな人俗、 感性を育むための基礎となる教蚕毅育
（リベラル・アーツ数奇）が軽視されている。

その結果、世界に通用する人材育成が
まったくで、きていない。
経学力を含む総合的なコミュニケーション能力、 深い教護など、
海外の大学生なら当たり前の能力や知S置が欠けている。

国
際
社
会
学
者
で
あ
る
中
嶋
嶺
雄
さ
ん
が

学
長
を
務
め
る
秋
田
の
国
際
教
養
大
学
は、

日
本
の
既
存
の
大
学
教
育
の
否
定
か
ら
生

ま
れ
た
公
立
大
学
だ。

既
存
の
大
学
教
育
の

ど
こ
が
問
題
か
を
お
話
頂
い
た。

「－r、
育
で
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
は、
人
材

一歩守
を
育
て
る
こ
と。
日
本
が
近
代
化
に
成

功
し
た
の
は、
何
よ
り
も
公
教
育
が
しっ
か
り

し
て
い
て、
優
れ
た
人
材
の
育
成
に
成
功
し
た

か
ら。
で
す
か
ら
世
界
で
は
ど
の
国
も
人
材
育

成
に
目
の
色
を
変
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す。

と
こ
ろ
が
今
の
日
本
の
高
等
教
育、
特
に
人

材
育
成
が
い
ち
ば
ん
の
役
割
で
あ
る
は
ず
の
日

本
の
大
学
で
は
良
い
人
材
を
育
て
ら
れ
な
い。

国
内
で
は
優
秀
と
さ
れ
る
霞
ヶ
関
の
役
人、

特
に
外
交
官
も、
『
ア
メ
リ
カ
後
の
世
界』
（
徳

間
啓
店
刊）
の
著
者、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
フ
ァ
リ
l
ド・
ザ
ガ
リ
ア
が
指
摘
す
る
よ
う

に、
国
際
的
に
は
まっ
た
く
通
用
し
ま
せ
ん」

日
本
を
代
表
す
る
国
際
社
会
学
者
で
あ
り、

今
最
も
日
本
で
注
目
さ
れ
て
い
る
大
学、
国
際

教
義
大
学
の
学
長
を
務
め
る
中
嶋
嶺
雄
さ
ん
は

日
本
の
人
材
教
育
の
貧
困
を
憂
慮
す
る。

ー吋天安門
事件昌けつ哨聞の悲
劇一を代償比

し
たベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
峨
で
世
界
が
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
て
初
年
が
経
ち
ま
す
が、
こ
の
状
況
に

日
本
の
大
学
教
育
は
まっ
た
く
対
応
で
き
て
い

な
い。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
人
材
が
払
底
し
て
い

る
の
に、
文
部
科
学
省
は
何
も
し
な
い
し、
国

立
大
学
は
旧
態
依
然
の
ま
ま。
私
は
教
育
再
生

会
議
の
委
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し
ま

し
た
が、
答
申
を
出
し
て
お
し
ま
い
で
す」

こ
の
状
況
に
対
し
て
中
嶋
さ
ん
は、
自
ら
の

手
で
画
期
的
な
挑
戦
を
開
始
し
た。

秋
田
県
知
事
だっ
た
寺
田
典
城
氏
の
要訪
を

受
け
て
21
0
0
4恥
年
昨
秋
由
市
昨
設世
さ
れ
た

公
立
大
学
法
人
「国
際
教
袋
大
学」
の
理
事
長

兼
学
長
に
就
任。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
に
通
用

す
る
人
材
の
育
成
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る。

講
義
は
すべ
て
英
語
で
行
わ
れ、
欧
米
の
大

学
同
様
に
厳
格
な
進
級
シ
ス
テ
ム、
日
本
の
大

学
が
疎
か
に
す
る
リベ
ラ
ル・
ア
l
ツ
（
教
義

教
育）
を
重
視
し
た
カ
リ
キュ
ラ
ム
を
採
用。

4
年
の
在
学
期
間
中
に
T
O
F
E
L
5
5
0
点

を
ク
リ
ア
し
て
必
ず
海
外
の
大
学

に
留
学
し
な
け
れ
ば
卒
業
で
き
な

い
と
い
う、
海
外
の
起一
流
大
学

と
肩
を
並べ
る
内
容
だ。

「
も
は
や
大
学
は
ブ
ラ
ン
ド
で
選

ぶ
の
で
は
な
く
カ
リ
キュ
ラ
ム
で、

ど
ん
な
内
容
の
教
育
が
受
け
ら
れ

て、
卒
業
後
に
ど
ん
な
人
物
に
な

れ
る
か
で
選
ぶ
時
代。
親
は
そ
の

こ
と
を
認
識
す
る
べ
き
時
で
す」

中
嶋
さ
ん
の
育
て
た
卒
業
生
は

ま
だ
少
数
だ
が
実
力
を
認
め
ら
れ

て、
有
名
企
業
か
ら
求
人
が
殺
到。

日
本
の
大
学
文
化
は
こ
の
学
校

か
ら
確
実
に
変
わ
り
始
め
て
い
る。
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